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平成 30 年３⽉期第２四半期（累計）業績予想との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 29 年４⽉ 28 ⽇に公表しました平成 30 年３⽉期第２四半期累計期間（平成 29 年４⽉１⽇〜平成
29 年９⽉ 30 ⽇）業績予想と実績値に差異が発⽣いたしましたので、お知らせいたします。 
 また、最近の業績動向等を踏まえ、平成 29 年 10 ⽉ 31 ⽇開催の取締役会において、平成 30 年３⽉期（平成 29 年
４⽉１⽇〜平成 30 年３⽉ 31 ⽇）の通期業績予想を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 30 年３⽉期第２四半期累計期間業績予想との差異（平成 29 年４⽉１⽇〜平成 29 年９⽉ 30 ⽇） 

 売上⾼ 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 
 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
6,300 

百万円 
360 

百万円 
360 

百万円 
220 

円 銭 
21.27 

今回発表実績（Ｂ） 6,250 166 173 106 10.30      
増減額（Ｂ－Ａ） △49 △193 △186 △113 －      
増減率（％） △0.8 △53.7 △51.8 △51.6 －      

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 29 年３⽉期第２四半期） 4,911 353 328 216 43.67 

 
２．平成 30 年３⽉期通期業績予想の修正（平成 29 年４⽉１⽇〜平成 30 年３⽉ 31 ⽇） 

 売上⾼ 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
13,700 

百万円 
950 

百万円 
930 

百万円 
580 

円 銭 
56.07 

今回修正予想（Ｂ） 13,100 350 370 230 22.23 
増減額（Ｂ－Ａ） △600 △600 △560 △350 －      
増減率（％） △4.4 △63.2 △60.2 △60.3 －      

（ご参考）前期実績 
（平成 29 年３⽉期） 

10,960 828 808 786 77.65 



３．差異及び修正の理由 
■平成 30 年３⽉期第２四半期累計期間業績予想との差異 

平成 30 年３⽉期第２四半期累計期間の業績におきましては、売上⾼は前期比 27.3％増加、計画比 0.8％減
少と概ね順調に推移し、人件費等の費用抑制も効果的であったものの、①原価率上昇、②物流コスト上昇の２つの主
な要因により利益が減少し、前回発表予想と実績値に差異が発⽣いたしました。 

①原価率上昇 
当社運営店舗が出店しております、大手インターネットモール内の価格競争が激しさを増してまいりました。これに伴

い、コモディティ商品の売価値下げ等を実施したことにより、原価率が計画比 1.7 ポイント増加（売上総利益 計画
比 141 百万円減少）となりました。 
②物流コスト上昇 

物流コストは、前回発表予想では昨今の上昇傾向を踏まえ計画しておりましたが、一部配送会社の BtoC 業務
撤退に伴う配送会社の変更や既存配送会社の配送単価上昇による影響に加え、商品売価値下げに伴う荷造配
送費割合が上昇した結果、荷造配送費（売上⾼）比率は計画比 1.5 ポイント増加（計画比 90 百万円増加）
となりました。 
 

■平成 30 年３⽉期通期業績予想の修正 
平成 30 年３⽉期通期業績予想におきましては、上記「平成 30 年３⽉期第２四半期累計期間業績予想との差

異」に挙げましたとおり、前回発表予想よりも想定以上に大手インターネットモール内の価格競争激化や物流コストの上
昇は継続的に進んで⾏くものと予想され、大幅な利益改善は厳しい環境が続く⾒通しであります。このため、平成 30 年
３⽉期第２四半期累計期間の業績と現在の事業環境を考慮しまして、平成 30 年３⽉期通期業績予想を修正いた
します。 

また、このような事業環境の下、当社の取り組みとしましては、以下に掲げる項目について改善、抑制を図りつつ、必
要な投資は継続的に⾏う予定でございます。 

� 原価率改善 
� 物流コスト抑制 
� 研究開発費の効率的投資 
� 広告宣伝費への投資 

 
（注）上記予想は、本資料発表⽇現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々

な要因によって予想値と異なる可能性があります。 
 

以 上 


